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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　水平方向に延伸された大梁と、前記大梁に固定され前記大梁の上方に垂直方向に延伸さ

れる支柱との接合を補強する梁受金物であって、

　前記大梁及び前記支柱よりも剛性が高く、

　前記支柱の水平方向位置から水平方向の両方向に連続して伸び、前記大梁の２つの垂直

延伸部を被覆するとともに、前記垂直延伸部に固定される一対の主部と、

　前記主部の前記水平方向の両端上部から前記大梁側に突出し、前記大梁の上方水平延伸

部を上から被覆する２つの支持部と、

　前記２つの支持部の間に配されるとともに、前記主部の上部に設けられ、前記支柱の下

方を支持する柱受材と、

　前記大梁の下方水平延伸部の前記支柱の下方に、前記主部に接続して設けられ、

前記支柱の下方への応力を吸収する撓み防止材と

を備えることを特徴とする、梁受金物。

【請求項２】

　前記２つの支持部が前記柱受材に対して等間隔に配されていることを特徴とする、請求

項１に記載の梁受金物。

【請求項３】

　前記大梁の垂直延伸部と前記主部との接続は、前記主部の２つの前記支持部に対応する

箇所に設けられた孔部を介したピン止めによって行われ、
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　 前 記 孔 部 は 、 各 々 の 前 記 支 持 部 に 対 応 す る 箇 所 に 垂 直 方 向 に 並 ん で ２ つ 以 上 存 在 す る こ

と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 梁 受 金 物 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 梁 に 外 力 が か か る 場 合 に 、 外 力 を 吸 収 す る 梁 受 金 物 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 梁 に か か る 外 力 を 吸 収 し 、 梁 を 安 定 し て 保 持 す る た め の 梁 受 金 物 が 、 特 許 文 献 １ ～ ４ に

示 す よ う に 、 広 く 知 ら れ て い る 。 い ず れ も 、 通 常 は 木 製 の 梁 に 対 し て 剛 性 の 高 い 金 属 製 の

梁 受 （ 梁 受 金 物 ） を 用 い て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 梁 受 金 物 は 、 そ の 剛 性 に よ っ て 、 梁 を 固 定 し 、 外 力 に 基 づ く 梁 の 変 形 を 防 止 す る 。 梁 に

か か る 応 力 を 吸 収 す る も の で あ る 。 こ こ で 、 梁 に か か る 応 力 と し て は 梁 の 上 方 に 設 け ら れ

た 支 柱 か ら 受 け る 下 向 き の も の が 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 支 柱 か ら 受 け る 下 向 き の 応 力 の 対 応 と し て は 、 応 力 に 対 し て 反 力 を 発 生 す る こ と に 加 え

て 、 応 力 を 分 散 し て 梁 の 歪 み を 軽 減 す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 特 許 文 献 １ ～ ４ に 示

さ れ た 従 来 技 術 は 、 応 力 の 分 散 を 直 接 的 に 追 及 し た も の で は な か っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ０ ２ ６ ９ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ０ ２ ６ ６ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ５ ５ ０ ２ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － ０ ３ ７ ６ ９ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 支 柱 か ら 受 け る 下 向 き の 応 力 を 剛 性 に よ っ て 支 持 す る と 共 に 、 応 力 を 分 散 し

て 梁 の 歪 み を 軽 減 す る 梁 受 金 物 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 梁 受 金 物 は 、

　 水 平 方 向 に 延 伸 さ れ た 大 梁 と 、 前 記 大 梁 に 固 定 さ れ 前 記 大 梁 の 上 方 に 垂 直 方 向 に 延 伸 さ

れ る 支 柱 と の 接 合 を 補 強 す る 梁 受 金 物 で あ っ て 、

　 前 記 大 梁 及 び 前 記 支 柱 よ り も 剛 性 が 高 く 、

　 前 記 大 梁 の ２ つ の 垂 直 延 伸 部 を 前 記 支 柱 の 左 右 に わ た っ て 被 覆 す る 主 部 と 、

　 前 記 大 梁 の 上 方 水 平 延 伸 部 の 前 記 支 柱 の 両 側 に 各 々 設 け ら れ 、 前 記 主 部 に 接 続 さ れ 、 前

記 上 方 水 平 延 伸 部 を 上 か ら 被 覆 す る ２ つ の 支 持 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 ２ つ の 支 持 部 が 支 柱 の 両 端 に 設 け ら れ 、 支 柱 か ら 受 け る 下 向 き の 応

力 を ２ つ の 支 持 部 に 分 散 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 梁 受 金 物 は 、

　 前 記 ２ つ の 支 持 部 の 間 に 配 さ れ 、 前 記 支 柱 の 下 方 を 支 持 す る 柱 受 材 を 備 え る こ と を 特 徴

と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 柱 受 材 に よ っ て 支 柱 を 支 持 し 、 大 梁 及 び 支 柱 を 安 定 し て 維 持 す る こ

と が で き る 。
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【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 梁 受 金 物 は 、

　 前 記 上 方 水 平 延 伸 部 を 被 覆 す る 部 材 は 、 前 記 支 持 部 と 前 記 柱 受 材 の み で あ り 、 前 記 ２ つ

の 支 持 部 が 前 記 柱 受 材 に 対 し て 等 間 隔 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 ２ つ の 支 持 部 が 支 柱 と 空 隙 を 持 っ て 配 さ れ 、 ２ つ の 支 持 部 の 間 の モ

ー メ ン ト が 小 さ く な り 、 大 梁 の 保 持 が 安 定 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 梁 受 金 物 は 、

　 前 記 支 持 部 と 前 記 主 部 と の 接 続 は 、 前 記 主 部 の ２ つ の 前 記 支 持 部 に 対 応 す る 箇 所 に 設 け

ら れ た 孔 部 を 介 し た ピ ン 止 め に よ っ て 行 わ れ 、

　 前 記 孔 部 は 、 各 々 の 前 記 支 持 部 に 対 応 す る 箇 所 に 垂 直 方 法 に 並 ん で ２ つ 以 上 存 在 す る こ

と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 大 梁 が 梁 受 金 物 に 対 し て 水 平 方 向 に 移 動 し て し ま う こ と を 予 防 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 梁 受 金 物 は 、

　 前 記 大 梁 の 下 方 水 平 延 伸 部 の 前 記 支 柱 の 下 方 に 、 前 記 支 柱 の 下 方 へ の 応 力 を 吸 収 す る 撓

み 防 止 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 大 梁 が 前 記 支 柱 の 下 方 へ の 応 力 に よ っ て 押 圧 さ れ て 、 支 柱 部 分 を 下

方 に 、 支 持 部 の 外 側 を 上 方 に 移 動 さ せ て し ま う 歪 み を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 支 柱 か ら 受 け る 下 向 き の 応 力 を 剛 性 に よ っ て 支 持 す る と 共 に 、 応 力 を

分 散 し て 梁 の 歪 み を 軽 減 す る 梁 受 金 物 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 大 梁 及 び 梁 受 金 物 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 大 梁 、 小 梁 及 び 梁 受 金 物 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 　 図 ２ を 分 解 し て 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 支 柱 の 応 力 へ の 対 応 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 撓 み 防 止 材 を 備 え な い 場 合 の 支 柱 の 応 力 へ の 対 応 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ は 、 大 梁 及 び 梁 受 金 物 を 示 す 図 で あ る 。 大 梁 １ に 梁 受 金 物 ２ が 組 み 合 わ さ れ て る 。

図 に は 、 支 柱 ３ を 合 わ せ て 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 大 梁 １ は 、 水 平 方 向 に 延 伸 さ れ る 通 常 は 木 製 で 略 四 角 柱 上 の 柱 体 で あ る 。 延 伸 方 向 に ４

つ の 面 が あ る が 、 ２ つ の 垂 直 延 伸 部 １ １ （ 図 の 表 面 側 と 裏 面 側 の ２ 面 ） 、 上 方 水 平 延 伸 部

１ ２ 及 び 下 方 水 平 延 伸 部 １ ３ の ４ つ の 面 が 延 伸 方 向 に 長 さ を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 梁 受 金 物 ２ は 、 大 梁 １ を 被 覆 し 、 固 定 す る た め の 金 物 で あ る 。 主 部 ２ １ 、 支 持 部 ２ ２ 、

孔 部 ２ ３ 、 柱 受 材 ２ ４ 及 び 撓 み 防 止 材 ２ ５ を 備 え る 。 主 部 ２ １ は ２ つ の 垂 直 延 伸 部 １ １ を

被 覆 し 、 ２ つ の 支 持 部 ２ ２ は 上 方 水 平 延 伸 部 １ ２ の 両 側 の 部 分 を そ れ ぞ れ 被 覆 し 、 孔 部 ２

３ は 主 部 ２ １ の 支 持 部 ２ ２ の 下 方 （ ２ か 所 ） に 設 け ら れ 、 柱 受 材 ２ ４ は 上 方 水 平 延 伸 部 １

２ の 中 央 （ ２ つ の 支 持 部 ２ ２ の 間 ） に 配 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ２ は 、 大 梁 、 小 梁 及 び 梁 受 金 物 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ と 比 較 し て 、 小 梁 ４ が 追 加 さ れ
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、 小 梁 ４ を 係 止 す る 小 梁 受 材 ２ ６ が 追 加 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ３ は 　 図 ２ を 分 解 し て 示 す 図 で あ る 。 図 ２ を 分 解 し て 、 各 部 材 の 位 置 づ け を 示 し た も

の で あ る 。 ２ つ の 主 部 ２ １ が 、 大 梁 １ の 手 前 側 と 奥 側 に 設 け ら れ 、 大 梁 １ を 前 後 か ら 被 覆

し て い る 。 支 持 部 ２ ２ は 、 主 部 ２ １ か ら 突 出 し て お り 、 上 方 水 平 延 伸 部 １ ２ の 両 側 に お い

て 、 大 梁 １ の 上 部 へ の 移 動 を 係 止 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 孔 部 ２ ３ は 、 主 部 ２ １ の 支 持 部 ２ ２ に 対 応 す る 箇 所 （ 支 持 部 ２ ２ の 水 平 方 向 の 座 標 に 含

ま れ る 位 置 ） に 、 垂 直 に ２ つ 設 け ら れ て い る 。 な お 、 ２ つ で な く ３ つ 以 上 で も よ い 。 １ つ

の 主 部 ２ １ に 設 け ら れ た 孔 部 ２ ３ と 、 も う １ つ の 主 部 ２ １ に 設 け ら れ た 孔 部 ２ ３ と を ピ ン

止 め す る こ と で 、 ２ つ の 主 部 ２ １ の 間 で 大 梁 １ が 水 平 方 向 に 移 動 し て し ま う こ と を 防 止 す

る 。 な お 、 こ の 目 的 の た め に 、 大 梁 １ の 孔 部 ２ ３ に 対 応 す る 箇 所 に ピ ン 止 め 用 の 孔 を 設 け

る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 柱 受 材 ２ ４ は 、 主 部 ２ １ の 上 部 に 設 け ら れ 支 柱 ３ を 下 方 か ら 係 止 す る 。 係 止 を 確 実 に す

る た め に 、 支 柱 ３ に 挿 入 さ れ る 柱 受 用 突 出 部 ２ ４ １ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 撓 み 防 止 材 ２ ５ は 、 主 部 ２ １ に 接 続 さ れ 、 柱 受 材 ２ ４ の 直 下 の 箇 所 で 支 柱 ３ か ら の 応 力

を 吸 収 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ４ は 、 支 柱 の 応 力 へ の 対 応 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ の 構 造 に お い て 、 支 柱 ３ に 黒 太 矢 印

で 示 す 下 方 へ の 応 力 ５ １ が か か っ た 場 合 （ 支 柱 ３ の 自 重 で あ り 、 常 に か か る ） に 、 梁 受 金

物 ２ が そ の 応 力 を い か に 支 え る か を 示 し た も の で あ る 。 な お 、 支 柱 ３ が 存 在 し な い 場 合 に

も 、 小 梁 ４ の 自 重 に よ り 下 方 へ の 応 力 ５ １ が か か る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 支 柱 ３ か ら の 応 力 ５ １ は 、 柱 受 材 ２ ４ を 介 し て 主 部 ２ １ に 伝 達 さ れ る 。 そ し て 、 主 部 ２

１ か ら ２ つ の 支 持 部 ２ ２ に 伝 達 さ れ る 。 こ こ で 、 ２ つ の 支 持 部 ２ ２ が 柱 受 材 ２ ４ に 対 し て

等 間 隔 に 配 さ れ て い れ ば 、 ２ つ の 支 持 部 ２ ２ が ほ ぼ 均 等 な 押 圧 力 ５ ２ を 受 け る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 そ の 結 果 、 柱 受 材 ２ ４ を 中 心 と す る ２ つ の 支 持 部 ２ ２ の 回 転 モ ー メ ン ト が ほ ぼ 等 し く な

り 、 梁 受 金 物 ２ が 安 定 し て 大 梁 を 支 持 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ こ で 、 ２ つ の 支 持 部 ２ ２ の 柱 受 材 ２ ４ に 対 す る 間 隔 は 、 大 き い こ と が 好 ま し い 。 柱 受

材 ２ ４ に 対 し て 大 き な 距 離 と し て 、 ２ つ の 支 持 部 ２ ２ に よ っ て 広 範 囲 に 大 梁 １ を 支 持 で き

る た め で あ る 。 ま た 、 支 持 部 ２ ２ と 柱 受 材 ２ ４ と の 間 で は 、 上 方 水 平 延 伸 部 １ ２ を 押 圧 し

な い 。 す な わ ち 、 支 持 部 の み に よ っ て 安 定 的 な 回 転 モ ー メ ン ト で 大 梁 １ を 支 持 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 支 持 部 ２ ２ が 左 右 に 間 隔 を 有 し て い て も 、 左 右 に 大 梁 １ を 被 覆 す る 主 部 ２ １ に よ っ て 梁

受 金 物 ２ の 剛 性 を 保 ち 、 広 範 囲 の 支 持 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 支 柱 ３ か ら の 応 力 ５ １ は 、 大 梁 １ を 下 方 に 押 す 。 そ の 力 は 、 撓 み 防 止 材 ２ ５ に 受 け 止 め

ら れ 、 撓 み 防 止 材 の 押 圧 力 ５ ３ が 上 向 き に 発 生 す る 。 こ の 押 圧 力 は 、 支 持 部 ２ ２ の 押 圧 力

と 相 殺 し 、 大 梁 １ は 上 下 か ら 均 等 な 押 圧 力 を 受 け る 。 大 梁 １ は 、 延 伸 方 向 に 撓 む こ と な く

支 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ５ は 、 撓 み 防 止 材 を 備 え な い 場 合 の 支 柱 の 応 力 へ の 対 応 を 示 す 図 で あ る 。 撓 み 防 止 材

２ ５ が な い の で 、 支 柱 か ら の 応 力 ５ １ に よ っ て 下 方 に 押 さ れ た 大 梁 １ は 、 下 方 に 撓 む 。 支

持 部 ２ ２ に よ っ て 押 圧 さ れ 、 図 に θ で 示 し た 角 度 だ け 、 大 梁 が 撓 む 。 大 梁 の 機 能 と し て は

、 θ が 小 さ な こ と が 好 ま し い 。 こ の た め に は 、 ２ つ の 支 持 部 ２ ２ の 柱 受 材 ２ ４ に 対 す る 間

隔 を 大 き く す る こ と が 好 ま し い 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 支 柱 か ら 受 け る 下 向 き の 応 力 を 剛 性 に よ っ て 支 持 す る と 共 に 、 応 力 を 分 散 し て 梁 の 歪 み

を 軽 減 す る 梁 受 金 物 で あ る 。 多 く の 建 築 業 者 に よ る 利 用 が 考 え ら れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

１ 　 　 　 大 梁

１ １ 　 　 垂 直 延 伸 部

１ ２ 　 　 上 方 水 平 延 伸 部

１ ３ 　 　 下 方 水 平 延 伸 部

２ 　 　 　 梁 受 金 物

２ １ 　 　 主 部

２ ２ 　 　 支 持 部

２ ３ 　 　 孔 部

２ ４ 　 　 柱 受 材

２ ４ １ 　 柱 受 用 突 出 部

２ ５ 　 　 撓 み 防 止 材

２ ６ 　 　 小 梁 受 材

３ 　 　 　 支 柱

４ 　 　 　 小 梁

５ １ 　 　 支 柱 か ら の 応 力

５ ２ 　 　 支 持 部 の 押 圧 力

５ ３ 　 　 撓 み 防 止 材 の 押 圧 力

【 要 約 】

【 課 題 】 　 支 柱 か ら 受 け る 下 向 き の 応 力 を 剛 性 に よ っ て 支 持 す る と 共 に 、 応 力 を 分 散 し て

梁 の 歪 み を 軽 減 す る 梁 受 金 物 を 提 供 す る こ と 。

【 解 決 手 段 】 水 平 方 向 に 延 伸 さ れ た 大 梁 と 大 梁 の 上 方 に 垂 直 方 向 に 延 伸 さ れ る 支 柱 と の 接

合 を 補 強 す る 梁 受 金 物 で あ っ て 、 大 梁 の ２ つ の 垂 直 延 伸 部 を 前 柱 の 左 右 に わ た っ て 被 覆 す

る 主 部 と 、 大 梁 の 上 方 水 平 延 伸 部 の 前 記 支 柱 の 両 側 に 各 々 設 け ら れ 上 方 延 伸 部 を 上 か ら 被

覆 す る ２ つ の 支 持 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 梁 受 金 物 を 提 供 す る 。

【 選 択 図 】 図 ２
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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